
学生の意見・要望及び学生の生活実態の聴取・調査について

 １．　学生の意見・要望や、学生の生活実態に関する聴取・調査について

（１）　聴取・調査の内容・実施方法・実施頻度について

　８～９割の大学等で、学生の意見・要望や、学生の生活実態に関する聴取・調査を行っていること
が分かった。聴取や調査を「行っている」と答えた大学等のうち、具体的な内容に対する実施率につ
いては以下のとおりである（表１ ）。
　なお、「その他」の聴取内容としては、通学（手段、時間）、住まい、経済状況（学費、奨学金、授業
料減免、アルバイト）、心身の健康（悩み・不安、食生活、喫煙）、人間関係・ハラスメント、進路・就
職、学習状況、ボランティア活動など、学生自身に関することが多く挙げられた。また、入学時の志
望動機や、入学時に大学へ期待したこと（あるいは現在期待すること）などを調査・聴取している大
学等もあった。
　具体的な聴取・調査の方法と、その実施率については次ページの通りである（表２ ）。「その他」の
聴取・調査方法として、ウェブを利用したコミュニケーションシステムを利用しているとの回答があっ
た。

表　１



　「学生との面談、話し合い」を「行っている」と回答した大学等に対し、その詳細について尋ねたとこ
ろ、「学生団体代表者との意見交換会」が圧倒的に多く、その他の方法の実施率はそれぞれ２～３
割程度であった（表３，４，５，６）。ただし、年に４回以上何らかの形で面談や話し合いを持っている
大学等も全体の１割程度あった。
　なお、その他の「学生との面談、話し合い」の方法として、希望する学生と学長等との面談、親睦
会・交流会形式（ランチョンタイム、ティーアワー）、授業クラス・ゼミ単位での面談・面接などが挙げら
れた。

表　２
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（２）　学生意見の聴取・調査を踏まえた改善事例について

　学生の意見・要望や、学生の生活実態に関する聴取・調査を踏まえ、大学等が改善を行った事例
は以下のとおりである（校名記載のないものは複数回答分）。


